
- 1 - 

 

全国教職員部会連絡協議会規約 

（目的） 

第１条 全国教職員部会連絡協議会（以下、「本会」という。）は、東京農業大学校友会

（以下、「校友会」という。）都道府県支部の職域分会たる教職員部会（以下、「会員」

という。）の相互の連携を図り、会員を構成する校友教職員の資質の向上と相互の親睦

並びに校友教職員の教育活動の助長と福祉の向上を図り、あわせて東京農業大学の発展

に寄与することを目的とする。 

（活動） 

第２条 本会は前条の目的を達成するため、次の活動を行う。 

（１）総会、講演会及び情報交換会の開催など会員相互の情報共有と懇親 

（２）研修会、講習会及び研究会など校友教職員の資質の向上 

（３）東京農業大学の教員免許及び学芸員資格取得などの各種情報の提供と周知 

（４）東京農業大学の諸活動への支援 

（５）校友会本部並びに校友会都道府県支部との連携 

（６）その他前各号に関連し、必要と認める事項 

（会員） 

第３条 本会の会員は、校友会教職員部会とする。 

（役員と任務） 

第４条 連絡協議会には、次の役員を置く。 

（１）会長     １名 

（２）副会長    ４名以内 

（３）幹事長    １名 

（４）地区幹事長  ９名以内 

（５）地区幹事   ９名以内 

（６）監事     ２名 

２ 役員は、総会で選任する。 

３ 会長は、本会を代表し、会務を総括する。 

４ 副会長は、校友会本部役員１名及び学識経験者３名以内とする。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、会長があらかじめ指名した順序に

より順位上位の副会長がその職務を代行する。 

６ 幹事長は、校友会事務局長とし、事務局業務を執行する。 

７ 地区幹事長は、全国９ブロックの校友会支部長の中から選出し、当該地区の会員を統

括して会務を執行する。 

８ 地区幹事は、地区幹事長の属する校友会支部の教職員部会長とし、当該地区幹事長を

補佐する。 

９ 監事は、校友会本部役員と校友会支部教職員部会長から各１名を選出し、本会の事業
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及び決算等に関する監査を行う。 

（名誉会長及び顧問） 

第５条 本会に名誉会長および顧問をおく。 

２ 名誉会長は、東京農業大学学長並びに東京農業大学校友会会長とする。 

３ 顧問は、東京農業大学校友会会長経験者及び本会会長経験者並びに本会の発展に多大

なる功績があり、総会により推挙された者とする。 

（役員の任期） 

第６条 役員の任期は４年とし再任を妨げない。また、補欠役員の任期は、前任者の残任

期間とする。 

（総会） 

第７条 本会は、年１回会員総会を開催するものとし、会長が必要と認めた場合は、役員

を招集して総会に代えることができるものとする。 

２ 総会の議長は会長とする。 

３ 会長が必要と認めたときは、臨時に総会を開催することができる。 

（総会の議決事項等） 

第８条 次の各号に掲げる事項については、総会の議決を経なければならない。 

２ 事業計画及び収支予算並びに事業報告及び決算報告 

３ 規約の制定及び変更並びに会長が本会の運営上必要と認めた事項 

（総会の議決方法等） 

第９条 総会議決は、出席会員の過半をもって決定するものとする。 

２ 総会決定事項については、速やかに会員に報告するものとする。 

（役員会） 

第 10条 役員会は会長が招集して、本会の活動内容の具体化など重要事項について審議

するものとする。 

（地区幹事長、地区幹事の任務） 

第 11条 本会は、全国を北海道地区、東北地区、関東地区、北陸地区、東海地区、近畿

地区、中国地区、四国地区、九州地区の９ブロックに分類し、各地区に地区幹事長１

名、地区幹事１名を置く。 

２ 地区幹事長は、必要に応じて地区会議を招集して、本会の活動事項について審議する

とともに、地区内の会員と相互に連携を図り、情報の共有化に努めるものとする。 

３ 地区幹事は、地区幹事長を補佐し、本会の目的事項を円滑に執行するため、本会から

の各種伝達事項を地区会員に通知・連絡するとともに、校友教職員の異動等必要事項に

ついては本会に報告するものとする。 

（活動予算） 

第 12条 本会の諸活動に要する予算は、東京農業大学及び東京農業大学校友会等からの

補助金をもってこれに充てるものとする。 
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（活動費の助成） 

第 13条 本会又は地区幹事長が招集するブロック会議等諸会議及び研修会等への出席旅

費又は活動経費並びに東京農業大学校友会支部教職員部会の開催経費等は、予算の範囲

内で助成交付するものとする。 

（会計年度） 

第 14条 本会の会計年度は、毎年の４月１日から翌年の３月 31日までとする。 

（事務局） 

第 15条 本会は、東京農業大学校友会事務局内に置く。 

２ 本会の活動業務の事務は、東京農業大学校友会職員が行う。ただし、当分の間、東京

農業大学学務部教職学情課職員と共同するものとする。 

 

（附則） 

本規約は、本会設立総会開催日（平成 27年 11月 30日）から施行する。 

 一部改正 令和元年度通常総会開催日（令和元年 12月７日）から施行する。 


